
まめ知識
（7）（7）

質
問
　
里
山
元
気
再
生
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
予
算

を
上
回
る
要
望
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
本
市
の
対
応
は
。
ま
た
、

地
域
活
動
に
対
す
る
補
助
金
の

財
政
措
置
の
考
え
方
は
。

答
弁
　
令
和
４
年
度
は
当
初
予

算
額
を
上
回
る
要
望
が
あ
っ
た

も
の
の
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

交
付
と
し
、
よ
り
多
く
の
地
域

活
動
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た

地
域
活
動
に
対
す
る
補
助
金
は
、

事
業
の
実
績
に
応
じ
て
交
付
す

る
も
の
、
予
算
の
範
囲
内
で
交

付
す
る
も
の
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
各
補
助
金
の
交
付
要
綱
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
水
害
対
策
の
取
り

組
み
状
況
は
。

答
弁
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
は
災
害
時
の
冷
静
な
避

難
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
出
前
講
座
等
で
作
成

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
令

和
５
年
３
月
に
は
、
広
報
高
崎

に
作
成
シ
ー
ト
を
掲
載
し
た
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成

支
援
の
動
画
を
公
開
し
て
お
り
、

今
後
も
こ
れ
ら
の
媒

体
を
通
じ
て
継
続
的

な
周
知
に
努
め
た
い
。

質
問
　
高
松
地
区
か
わ
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
に
至
っ
た
経
緯
は
。

ま
た
、
今
後
の
予
定
は
。

答
弁
　
高
松
地
区
で
は
、
国
の

か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
の

認
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
桜

観
音
橋
や
緑
道
の
整
備
等
を
行

っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
続

く
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

高
崎
産
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
和
田
橋

上
流
の
左
岸
エ
リ
ア
に
フ
ル
ー

ツ
カ
フ
ェ
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
た
。
今
後
は
民
間
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
協
議
し
て
作
成
す
る
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
カ
フ
ェ
整

備
の
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移

行
に
よ
る
取
り
扱
い
の
変
更
点

は
。
ま
た
、
移
行
に
向
け
た
医

療
体
制
確
保
の
た
め
の
対
応
は
。

答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類
か

ら
５
類
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、

感
染
状
況
の
調
査
が
定
点
把
握

に
変
更
と
な
る
ほ
か
、
患
者
や

濃
厚
接
触
者
へ
の
行
動
制
限
等

の
要
請
が
で
き
な
く
な
る
。
ま

た
入
院
や
外
来
診
療
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
の
医
療
提
供
体
制
に
つ

い
て
は
、
近
々
国
が

示
す
方
針
を
勘
案
し
、

適
切
に
対
応
し
た
い
。

質
問
　
認
定
農
業
者
お
よ
び
認

定
新
規
就
農
者
の
認
定
方
法
は
。

答
弁
　
認
定
を
受
け
る
に
は
、

認
定
農
業
者
の
場
合
は
１
人
当

た
り
年
間
農
業
所
得
４
０
０
万

円
な
ど
を
達
成
す
る
た
め
の
農

業
経
営
改
善
計
画
を
、
認
定
新

規
就
農
者
の
場
合
は
１
人
当
た

り
年
間
農
業
所
得
２
５
０
万
円

な
ど
を
達
成
す
る
た
め
の
青
年

等
就
農
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
作
成
さ
れ

た
計
画
は
、
市
、
農
業
委
員
会
、

県
お
よ
び
Ｊ
Ａ
で
構
成
す
る
認

定
審
査
会
が
審
査
を
行
い
、
認

定
し
て
い
る
。
な
お
、
農
業
委

員
や
推
進
委
員
を
は
じ
め
、
各

関
係
団
体
と
連
携
し
て
計
画
作

成
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
認
定
農
業
者
お
よ
び
認

定
新
規
就
農
者
の
役
割
は
。

答
弁
　
認
定
を
受
け
た
農
業
者

丸ま
る
や
ま山 

　
覚さ

と
る

（
公
明
党
）

地
域
活
動
に
対
す
る
支
援

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
に
伴
う
今
後
の
防
災
対
策

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

認
定
農
業
者
制
度
等

に
は
、
自
ら
の
経
営
の
拡
大
や

効
率
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
を
推
進

す
る
役
割
や
、
農
地
の
有
効
利

用
を
検
討
す
る
際
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
な
ど
、
地
域
農

業
の
維
持
や
振
興
を
進
め
る
上

で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。荒あ

ら
き木 

征せ
い
じ二

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

公

文

書

管

理

質
問
　
行
政
文
書
が
市
民
利
用

さ
れ
る
に
は
、
文
書
の
存
在
を

知
る
す
べ
と
し
て
目
録
を
作
成

し
、
公
開
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
文
書
の
所

在
等
の
情
報
を
一
元
管
理
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
文

書
の
件
数
が
膨
大
で
あ
る
た
め
、

目
録
が
あ
っ
て
も
特
定
の
文
書

を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
現
状
と
し
て
は
、

情
報
公
開
請
求
の
窓
口
で
あ
る

市
民
生
活
課
で
要
望
を
よ
く
聞

き
取
り
、
請
求
者
が
求
め
る
文

書
の
公
開
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
記
録
を
20
年
保
存
と
し
、

薬
害
等
の
万
が
一
の
事
態
に
備

え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
記
録
は
、
関
係
法
令
に

お
い
て
５
年
間
は
適
正
に
管
理
、

保
存
す
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る
。

国
の
指
示
の
下
実
施
し
て
い
る

事
業
で
も
あ
り
、
保
存
期
間
を

含
む
接
種
記
録
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
国
の

方
針
等
を
踏
ま
え
て

適
切
に
対
応
し
た
い
。

文書管理システムによる公文書管理

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

烏
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り

命
を
守
る
取
り
組
み

●里山元気再生事業 有害鳥獣が出没しにくい環境整備と里山の元気再生のため、竹やぶの整備や里山の下草刈りなどを行う地
域に補助金を交付する市の事業。

●マイ・タイムライン 住民一人一人の防災行動計画。台風の接近等によって河川の水位が上昇したときに、自分自身がとる標準
的な防災行動を時系列的に整理し、取りまとめておくもの。

まめ知識
（6）（6）

質
問
　
組
織
に
よ
る
強
盗
事
件

や
特
殊
詐
欺
が
増
加
す
る
中
、

本
市
が
行
っ
て
い
る
防
犯
対
策

の
取
り
組
み
や
支
援
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
各
町
内
会

か
ら
の
要
望
を
基
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
が
付
い
た

電
話
装
置
等
の
購
入
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

防
犯
チ
ラ
シ
の
配
布
や
安
心
ほ

っ
と
メ
ー
ル
に
よ
る
不
審
者
情

報
の
配
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

防
犯
情
報
も
発
信
し
て
い
る
。

今
後
も
各
種
取
り
組
み
の
推
進

を
図
り
、
市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
降
雪
に
伴
う
路
面
凍
結

へ
の
対
応
と
し
て
、
本
市
に
お

け
る
融
雪
剤
の
配
布
方
法
は
。

答
弁
　
高
崎
地
域
で
は
、
各
町

内
会
か
ら
の
要
請
を
基
に
、
市

職
員
が
公
民
館
な
ど
の
指
定
さ

れ
た
公
共
施
設
に
融
雪
剤
を
運

搬
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
町
内

の
自
主
防
災
組
織
が
本
市
の
補

助
金
を
活
用
し
、
独
自
に
調
達

し
た
融
雪
剤
を
地
元
管
理
の
公

民
館
な
ど
に
保
管
す
る
こ
と
で
、

有
事
の
際
の
迅
速
な

対
応
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
広
め
る
た
め
、
利
用

の
き
っ
か
け
と
な
る
試
し
利
用

を
無
料
で
提
供
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
は
、
１
度
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
認
知
度
が
さ
ら
に
高
ま

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
が
、
利

用
料
は
１
時
間
２
５
０
円
と
低

価
格
で
あ
り
、
ま
た
生
活
保
護

世
帯
の
利
用
を
無
料
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
制
度
を

維
持
し
つ
つ
、
利
用
者
の
声
も

参
考
に
し
な
が
ら
引
き
続
き
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
は
対
面
で
の
本
人

確
認
が
原
則
だ
が
、
市
役
所
に

出
向
く
こ
と
が
困
難
で
取
得
を

た
め
ら
う
人
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
な
り
す
ま
し
等
に
よ
る
不

正
取
得
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
対

面
で
の
本
人
確
認
を
経
て
交
付

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

国
に
お
い
て
、
取
得
に
課
題
が

あ
る
人
へ
の
環
境
整
備
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
取
得

手
続
き
が
し
や
す
く

な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問
　
学
校
給
食
に
お
け
る
食

材
費
の
負
担
区
分
を
見
直
す
考

え
は
。
ま
た
、
県
内
の
自
治
体

の
食
材
費
補
助
の
現
状
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
食
材
費
の
み

を
保
護
者
の
負
担
と
し
て
い
る

が
、
食
材
価
格
の
高
騰
分
は
公

費
で
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
る
。
ま
た
県
内
で
は
、
14
市

町
村
が
全
額
助
成
、
６
町
村
が

一
部
助
成
、
９
市
町
村
が
条
件

付
き
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
高
齢
者
向
け
の
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の

創
出
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
で
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
娯
楽
・

競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
の
要
素
を
併

せ
持
ち
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

こ
と
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
や
認
知

症
の
予
防
に
効
果
的
で
あ
り
、

本
市
で
も
他
自
治
体
で
の
導
入

事
例
を
踏
ま
え
、
そ
の
効
果
等

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
定

期
接
種
に
加
わ
る
９
価
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
と
効
果

は
。
ま
た
、
接
種
対
象
者
へ
の

周
知
方
法
は
。

答
弁
　
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

後
の
症
状
は
、
４
価
ワ
ク
チ
ン

と
比
較
し
、
接
種
部
位
の
症
状

は
多
い
が
、
発
熱
な
ど
の
全
身

食材価格の高騰分を補助

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

防

犯

対

策

防

災

・

減

災

対

策

症
状
は
同
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

効
果
と
し
て
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
80
～

90
％
を
占
め
る
７
種
類
の
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
予
防
で
き
る
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
対
象
者
へ

案
内
文
等
を
順
次
個
別
に
配
布

す
る
ほ
か
、
広
報
高

崎
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
を
図
る
。

質
問
　
飼
料
高
騰
に
苦
し
む
酪

農
、
畜
産
農
家
の
経
営
状
態
や
、

昨
年
の
生
乳
価
格
の
改
定
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
平
成
18
年
に
１
ト
ン
当

た
り
４
万
円
前
後
だ
っ
た
配
合

飼
料
の
購
入
価
格
が
、
令
和
４

年
末
に
10
万
円
を
超
え
て
お
り
、

農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た

令
和
４
年
10
月
に
飲
用
向
け
の

乳
価
が
改
定
さ
れ
、
今
後
加
工

向
け
の
乳
価
の
改
定
の
動
き
も

あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
国
や
県

で
は
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
状
況
の
把
握
に

努
め
、
支
援
の
在
り

方
を
考
え
て
い
く
。

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
を
め
ぐ
る
問
題

食
料
安
全
保
障
と
農
業
の
振
興

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

子

育

て

支

援

多

様

性

へ

の

配

慮

●フレイル 健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態。

●ＨＰＶワクチン ２００種類以上の遺伝子型が確認されているＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）のうち、子宮頸がんを起こしやすい型のウ
イルスの感染を防ぐことができるワクチン。現在は小学校６年生から高校１年生の女性を対象に定期接種が行われている。


